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●宿泊旅行の実態

出典：大分県観光実態調査2020

出典：大分県観光実態調査2020

出典：令和元年・令和2年・令和3年度 大分県観光統計調査

出典：大分県観光実態調査2020

(1)令和元年度・令和2年度・令和3年度4月～１月 延べ宿泊者数推移

●大分県観光客動態調査 目的と概要 調査委託先：株式会社ナイトレイ

令和元年度 令和2年度 令和3年4月～令和4年1月

(2)令和元年度・令和2年度・令和3年度4月～１月 国内発地別宿泊者数割合

（１）大分県滞在者数・滞在者属性

（２）周遊状況（市町村間の移動割合）

●事業の目的と概要

大分県における観光客の動態や特徴等を調査分析し、戦略的かつ効果的に観光客の受入環境整備や情報発信、周遊観光ルートの検討など今後の観光

地域づくりの基礎資料とすることを目的として実施。 調査概要としては、下記の位置情報ビッグデータ等を活用して、2020年3月～2021年4月の1年間にお

いて、主に来訪者の特徴、（来訪者数、発地、性年代）、旅程、宿泊地、宿泊数、立ち寄り等の項目について調査分析を行った。

調査期間：2020年4月～2021年3月：令

考察

●2020年度の大分県全体の滞在者数は、宿泊統計においての延べ宿泊者数とほぼ同様の推移で動いている。発地別でみると、県内客、福岡、宮

崎・熊本などの九州圏内がいずれも上位を占めている。中でも福岡県は、宿泊統計では全体の約3割を占めている。

●全体感として、宇佐市⇔中津市、別府市⇔大分市、由布市⇔大分市、を除き、市町村間の周遊は少ない状況が見受けられる。この結果を「余地」

と捉えれば、車移動の旅行者が圧倒的に多い県内旅行実態を踏まえ、魅力的な資源との組み合わせによる消費拡大、顧客満足度向上の機会を、ま

ずは近隣市町村との連携の中で検討してみてはいかがだろうか。

市町村間の周遊状況では、県内外居住者いずれも大分市⇄別府市間の移動が最も割合が⾼い。次いで、大分市⇄由布市となっている。

調査期間：2020年4月～2021年3月：令
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出典：大分県訪日外国人動向調査2017・2018

出典：大分県観光統計調査2017・2018

考察

●日帰り客の平均滞在時間は各市町村約2時間前後のところが多く、一日かけて一つの市町村に滞在するよりは、複数の市町村や県との周遊が多いこ

とが考えられる。旅の目的地に加えて、立ち寄り箇所として選んでもらいやすいような施策・情報発信の強化なども、滞在者数・消費額向上のためには有

効ではないか。

●各観光スポットの同日併用やスポット毎の滞在者属性データから、併用率や同様の属性利用が多い観光スポット間での連携や、情報発信方法等検

討するのも効果的だと考えられる。

●SNS投稿状況において、市町村名が入っているのは別府市、由布市となっており、目的地として確立していることを物語っている。この点から、地域ブラ

ンディングという点で自地域を再検証し、目的地として自地域を選んでもらう為にはどの資源を活かし、他地域との差別化（優位性の担保）を図っていく

のかを見出すことがポイントになるのではないだろうか。

●大分県観光動態調査（調査期間：2020年4月～2021年3月） 調査：株式会社ナイトレイ

（３）日帰り客の平均滞在時間（18市町村の日帰り客の平均滞在時間） （５）観光スポット毎の滞在者数割合（31施設の性・年代別滞在者数割合）

（６）SNS投稿状況（大分県全体の頻出頻度の高いSNS投稿）（４）各観光スポット同日併用割合（31施設の立ち寄り同日併用割合）

調査期間：2020年4月～2021年3月：令 調査期間：2020年4月～2021年3月：令

●大分県観光動態調査（調査期間：2020年4月～2021年3月） 調査：株式会社ナイトレイ

※上記グラフは、それぞれ各観光スポット（横軸）の来訪者数を100%とした割合を表示。


